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企業破産を含む経済均衡について
?
保 郎
第2次大戦後を考えても， ロー ）レス・ロイス， ペンセントラルを始めとし
て，経営が健全であり，その名が世界に知れ渡った企業が破産に直面する事は
珍らしくない。昨年も日本で戦後最大と言われる三光汽船の倒産がジャーナリ
ズムを賑わしたのであった。ロールス・ロイスの場合，手がけた航空機用のジ
ェット・エンジンに，最初に必要と思われた数倍の研究開発費が必要となった
為であり，また三光汽船は，その積極経営から多くの舶船をかかえ込む事にな
り，海運不況に直面し崩壊の途をたどった。ペンセントラルは輸送の中心を占
めていた貨物が軽薄短小化すると同時に，高附加価値の製品が社会の発展と共
に多くなった。もう石炭や鉄塊を中心に輸送を行う時代は過ぎ去ったのであっ
た。したがって製品当りのコスト中に占める輸送費の割合は減少し続ける一
方， ドアー・ツー・ドアーの運送の行えるトラック，またスビードの早い飛行
機などの代替財に，その座を譲らざるを得なかったのである。これらを特徴づ
けているものは初期保有最として受け継いだ固定資本，すなわち固定費用ある
いは overheadcostの大きさである。これらは産出量は比して余りにも大き
なものに成長してしまっていて，限りなく経営を圧迫し，やがては企業の崩壊
へと導いている。以下において， staticな一般均衡モデルの中で，どのような
性質の均衡が成立するかを考察する事とする。
1. 生産主体
生産主体は企業であり， その第f番目の企業の生産ベクトルを切で示す
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事とする。その成分で Yn~O となっていれば，その第 i 番目の財が産出物で
あり， Yn<Oであれば第 j番目の財は投入物であるのを示している。むのう
ちで技術的に可能なものの集合を生産可能集会といい Y1で表わす。 Y1に対
して次の仮定をおく。
仮定1
OEY1 
状況によっては企業は生産を全て停止する可能性を示したものである。
仮定2
yfは閉集合である。
仮定3
巧は凸集合である。
仮定4
Y1は有界である。
財が l種類あるものとすれば価格ベクトルPはl次元ユークリッド空間に所
属している。超過需要関数のゼロ次同次性を考慮すれば l次元基本単体＆の
．要素となる。
pES1 
巧は有界にして，かつ閉であるから compactな集合となる。
定義1
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経済に存在する企業の数を Fとすれば，経済全体の生産ベクトルは
y=I:; Yf 
f 
である。また
Cl/= X Y1= {Y1, …, YFIY1E Yi, ¥/} 
I 
を生産可能配分と名づける。 X はカルテッシアン積である。
I 
x>-Oを初期保有量とすれば
y十xLO
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(2) 
であれば生産ベクトルは実現可能である。 i;Dは初期保有量のうち固定資本部
分だけが非負の値で云と同じ数字が入っており，他はゼロとなっているベク
トルである。 Yt° は云° の正となっている部分だけが約と同じ成分が入って
おり，他はゼロとなっている生産ベクトルである。投入量がマイナスで示され
るの考慮すれば，
云o+y゜LO (3) 
だけの固定資本は使用されず idleのままであるが， それに相当するだけの費
用は，使用するか，しないかに拘わらず，支払わねばならない。したがって企
業の利潤は，その固定資本の大きさを xfoとすれば
PY1-p(xt°+Yt°) (4) 
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となる。ただし x0=~xt° である。利潤は必ずしも非負となるのではなく，
f 
場合によってはマイナスとなる。それは，たとえば
Y1=0 
の水準にまで産出量を落したとしても pXOだけの損失が生じるからである。
したがって，利潤町で示せば
町 =PY1-p(xl+Yl)
である。
定義2
町(p)が企業fの利潤関数とすれば
町 (p)=max {PY1-P(町 +Yt°)}
YJEYJ 
である。
(5) 
(6) 
PYtはP に関して連続であり， p(ふo+約0)もP に関して連続である。
したがって町は P に関して連続である。pES1であるから compactな集合
が定義域となっている。したがってWeierstrassの定理を適用すれば町は P
に関して最大値が存在する。すなわち利潤関数町(p)が存在する。
2. 消費主体
家計は経済に H個だけ存在し，第 h家計の消費ベクトルを出とする。ダhi
40 
企業破産を含む経済均衡について（神保） 249 
を Xh の第 i 成分であるとすれば， Xhi~O であれば消費を， Xhj<O であれば
第 j成分は労働などの生産要素の供給を示すものとする。 Xh jまXhを要素と
する集合であって，家計 hの消費集合を示している。
仮定5
家計 hの消費集合ふは下に有界であって，閉，かつ凸である。
家計 hは各企業の株券の保有者であり， その利潤の配分を受ける。 したが
って家計 hの所得 Mhは次の式で示される。
Mh=Pふ+:Edhf町(p)
f 
(7) 
dhfは:Edht = 1,dht :?:Oであって企業fから家計hへの利潤の分配率を示し
h 
たものである。先に指摘したように，この利潤は必ずしもプラスではなく，マ
イナスとなる場合もある。家計は次のような通常の選好に関する仮定を持つも
のとする。
仮定6
Xhに所属している 2つ1組の要素に対して選好関係>が存在する。それ
は次の 5つの仮定を満足している。
(a) xh1;::;hxh2であって， Xむ:'.:hXh1であれば， Xh1~hXh2 となる。
(b) Xhに所属する全てのぶとがに対して X出:'.:hXh2 か Xむ:'.:hXh1 が
成立する。
(c) 任意に与えられたふ° に対して {xhlxh;::;hx社｝と {Xi、Ix訊;::;hx社は閉
集合である。
(d) Xh1>-hxh2 であり， OS:a<l であれば， (1-a) xh1+axh2>-hxh2 とな
る。
(e) 全ての Xh゜EXhに対して， XhEふであって xh>-hxh0となるような Xh
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が存在する。
定義3
効用指標関数山とは x,.12'::hXh2である場合，その場合に限って砧(x,.')::
砧(xのとなる実数値関数である。
定義4
笈 =XXh
h 
を消費配分と言い生産配分句は
ClJ=xY 
f 
で示される。
叩＝笈xQJ
の成分吻＝（茨， 'l/)を配分と名づける。
Z('W)=~Xh ーヱ肌ー元
h I 
とおけば zは超過需要である。 zsOである場合のみ均衡が成立し，消費と生
産は実現可能となる。したがって
定義5
初 =CWn{叫z(叩）S:O} 
を実現可能配分と呼ぶ。
定義6
Uh―消費可能ベクトル集合 Xh(Ui、)は，少なくとも U1、だけの効用指標水準を
維持する消費ベクトルの集合である。すなわち
ふ(uh)={xhlU心）凶叫
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定義7
定義4, 5でふを Xh(Uh)に読みかえたものを， それぞれ uー 消費可能配
分
王(u)= xXh(uh) 
h 
で示めし U—実現可能配分を
＾ CW(u)=CWn {cwlz(叩)::;:O} 
とする。
補助定理
u—実現可能配分 cwcu) は compact で凸である。
（証明〕
Uh0=ふ（ヰ）とおけば
ふ(u)={ふばexぶ叫＝｛ぶ辛ぷ｝．これは仮定 6の(c)によって閉集
合である。また(d)から容易に導けるように凸である。したがってふ(Uh)は閉
で凸の集合である。王(u)は閉で凸の集合のカルテッシァン積であるから閉で
凸の集合である。また qは閉で凸な集合である。したがって qり(u)= X(u) 
xQJは閉で凸な集合である。
＾ 吻 (u)=CW(u) n {叫z(cw):S::0}
は初を超平面で分けた一方の空間である。したがって CW(u) は凸で閉な集
合である。
次に CW(u)が有界であるのを示せばよい。 C/J'(u)が叩(u)のC/Jの上への
43 
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射影とする。そうすると
屯(u)=QJ n {Cl/I z(x, y) ::o, 若干の XEX(u)に対して｝
また X(u)が X(u)の上への CW(u)の射影であるとする。
X(u) =X(u) n {叫z(x,cq)::;:O, ある若干の炉三qに対して｝
また z=I;xhー I;y仁 x::;:oであるから
h I 
工約+xL~xhLo
I h 
となり，また若干の知三X(u)に対して
CIJ'=CIJ n {CJ I I:約 +xLO}
I 
このような釦は feasibleである。炉三CIJ'とおけば Q/は，また feasibleで
ある。したがって
＾ tq EC/J' 
となる。故に
 ＾QJ'C QJ 
qは compactで凸の集合である。したがってqは有界である。有界な集
合の部分集合は有界であるから， 炉は有界である。云は初期保有量で一定で
ある。ゆえに
＾ x+干Y1(ただし咋C/.J')
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は有界となる。即ち有界な集合に一定の値を持つベクトルを加えても，その集
合は有界である。また
工Xh~x+:EYf
h f 
であるからエ山は上に有界。 X(u)は上に有界である。仮定により Xhは
h 
下に有界である。 'W(u)を構成する全ての要素が有界であるから叩(u)は有界
である。先に証明したように 'W(u)は閉集合であった。したがって'W(u)は
compactである。 ロ
3. 補償均衡
以上の経済に補償均衡が存在するのを証明する。
定義8
価格ベクトル p*,効用配分 u*,消費配分 x*,および生産配分 cq*は次の条
件を満たす時，補償均衡である。
(a) p*>O 
(b) I::xh*~I::Jt*+I:: ふ
h I h 
(c) YtE巧下で釦＊は利潤町を最大にする。
(d) む(xh)LUh*で下で x,*は支出 p*Xhを最小にする。
(e) p*が =Mh*-sh*=p*x,,+:Edht町
f 
(f) 
(g) 
I::sh*=O 
,' 
Sh*<Oとなる家計に対しても Uh*=Oが成立している。
ここで Sh*は家計による貯蓄である。企業が産出量をゼロに落しても損失
が生じる。この損失は経済の中の誰かが負担しなければならない。破産した企
45 
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業の損失は，利潤の分配機構を通じて結局家計に振りかかるのを示したのが(e),
(f)である。その家計が企業者そのものでありうる事もありうるであろう。
定理2
企業破産を含む経済は補償均衡が存在する。
（証明〕
存在の証明には角谷の不動点定理が用いられるから全ての定義域， 値域が
compactな凸集合であるのが必要である。ところが u>Oから成るパレート
・フロンティアは U が単なる指標である点を考慮すれば， 凸性が保証できな
い。明らかに U=Oは成立しないから，
~u,,>o 
h 
となる。
v(u)= u ~Ul、
とすれば V は simplexの1要素となる。 A=エUhとおけば
h 
U=AV 
として直ちに Vから U を得られる。また Sl、は正または負の家計 hの貯蓄
であって
46 
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V(p, cw)=snn {v!sh(P, cw)<Oならば Vh=O}
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となる。ただし Hは経済における家計の数である。 Vh=Oであれば Uh=Oで
あって， その家計が考えうる最も悲惨なケースを示しており， 家計は破産す
る。ぬはあくまで効用を示す指標であって， u,=Oは効用水準がゼロである
のを示しているのではない。一方， p[xO+yO]はP に関して upperhemi-
continuous である。また p[xO+yO]~Q であって， 上にも下にも有界であ
る。したがて，このモデルは〔 2〕の第 5章の議論から見られるように補償均衡
の解存在の全て条件を満足している。したがって補償均衡解がこの経済に存在
する。 ロ
ここで重要な事は，補償均衡解は存在が証明できるけれども，一般均衡解に
ついては存在する保証がない。それは全での家計に対して，所得 M,,>Oとな
るのが企業破産のため保証されていないからである。
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